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『
芸
文
研
究
』
総
目
次
（
第
一
号
l
第
五
十
号
）

。
第
一
号
（
一
九
五
一
年
一
二
月
）
美
術
学
特
集

創
刊
の
辞
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
－
J

J

・
－
：
：
西

ミ
ケ
ル
ア
ン
ヂ
エ
ロ
の
聖
母
：
：
；
：
：
・
：
－

j
i
－－－：守

光
琳
肖
像
考
・
：
：
・
：
・
・
・
・
・
・
・
：
・
・
・
：
・
菅

江
戸
板
木
絵
第
一
回
の
開
花
期
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
渋

播
磨
国
常
福
寺
裏
山
経
塚
出
土
品
に
縁
っ
て
・
：
：
：
：
保

大
仏
師
康
助
の
遺
作
に
就
い
て
：

j
i
－
－
：
・
：
：
：
：
岡

句
乙
起
き
虫

Et－
－
そ
の
原
作
者
の
問
題
に
つ

い
て
！
l
J
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
相

葉

報

。
第
二
号
（
一
九
五
三
年
二
月
）

物
語
の
成
長
1

i
宇
津
保
物
語
の
場
合
・

．．．．．．．．．． 
・・・・池

俳
譜
月
花
の
座
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・清

ヂ
ヨ
ン
・
セ
ル
デ
ン
の
こ
と
そ
の
「
茶

話
」
を
め
ぐ
っ
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
藤

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
グ
リ
ー
ン
の
内
心
の
旅
路
：
：
：
：
：
：
佐

ブ
ッ
デ
ン
ブ
ロ
オ
ク
以
前
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
江

西
ド
イ
ツ
文
学
活
動
の
展
望
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
田

葉

報

直坂井沼屋脇

貞謙順

己郎清三二郎

内

武
千
雄

崎田

弥
三
郎

敏

郎

中沢分井

昇

純

一
建
之
助

H
R
、
R
H

W
《
V

山口
h
F

。
第
三
号
（
一
九
五
四
年
一
月
）

実
用
の
文
学
｜
｜
女
と
花
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・・森

住
吉
物
語
以
後
l
l？
継
子
苛
め
謂
の
類
型
に
関

す
る
一
考
察
l
i－
－
－
：
・
：
：
：
：
：
：
J

J

・－－松

柳
斎
志
具
研
究
序
説
｜
｜
特
に
蒲
松
齢
の
執
筆

態
度
に
就
い
て

I

l
－
－
：
：
：
：
：
：
；
：
：
：
：
・
：
：
：
：
藤

。g克
己
斗
吋
主
主
。
ロ
の
崩
壊
：
：
－

j
i
－
－
－
：
：
：
：
：
安

ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ォ
の
「
孤
独
L

：
：
：
：
：
：
：
：
：
大

北
野
天
神
縁
起
絵
巻
の
諸
特
徴
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・八

ク
ラ
イ
ス
ト
の
悲
劇
性
：
－

j

i
－－：：：：：－

j

i
－－－高

葉

報

。
第
四
号
（
一
九
五
五
年
二
月
）

伝
統
の
周
囲
1

1

芭
蕉
・
西
鶴

l
l－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
森

寺
院
僧
侶
の
国
典
研
究
｜
｜
主
と
し
て
中
世
期

を
と
り
あ
げ
て

l
l・
－
－
・
：
：
：
・
・
：
：
・
・
佐
佐
木

骨
我
物
語
伝
承
論
：
：
：
：
：

j

i
－－：：

j
i
－
－
：
：
：
：
塚
崎

紅
楼
昌
の
小
説
性
I

1
周
汝
晶
の
「
紅
楼
夢
新

抑
止
」
を
め
ぐ
っ
て

l
i
l－－－
j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
村

若
き
へ
ッ
セ
の
人
生
態
度
乃
至
世
界
観
：
：
：
：
：
：
：
井

反
抗
と
絶
望
の
黒
人
作
家

1
l
E
n
Z
E

者
三
m
Z
1
I
l
－－・：：

j

i
－
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
安

現
代
英
文
法
の
諸
傾
向
｜
1

特
に
口
語
法
に
つ

い
て
l

1
：
：
：
：
：
：
：
：

j
i
－－：：：
J

J

・
－
：
：
原

本橋代浜原田手松原沢

武
之
助

隆

信

基祐

雄次甫輔賢

文修武
之
助
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折
口
信
夫
教
授
講
義
題
目

慶
応
義
塾
大
学
所
蔵
柳
斎
志
異
関
係
資
料
目
録

葉

報

。
第
五
号
（
一
九
五
五
年
一
一
月
）

好
色
五
人
女
1

1

成
立
を
め
ぐ
る
試
論
・
・
：
・
・
：
：
檎

近
松
世
話
物
の
考
察
（
序
）
：
：
：

j
i－
－
－
：
：
：
：
：
：
鈴

曾
我
物
語
伝
承
論

l
ー
そ
竺
了
｜
・
：
：
－
J

J

・－塚

紅
楼
夢
論
争
に
対
す
る
批
判
：
：
：
j

i
－
－
－
－
：
：
・
村

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
の
ゲ

l
テ
観
［
｜
「
ヴ
ァ
イ

マ
ル
の
ロ
ッ
テ
」
を
中
心
と
し
て

l
i
l－
－
：
：
：
：
：
小
名
木

対
話
文
学
と
し
て
の
「
ラ
モ
！
の
甥

L
l
lデ

ィ
ド
ロ
研
究
序
説
I

l
－
－
：
：
：
：
：
：
j

i
－
－
：
：
：
：
原

資
料
紹
介
｜
｜
「
東
洋
之
佳
人
」
稿
本
、
「
絵
入

読
本
外
題
作
者
画
工
書
卑
名
目
集
」
写
本
：
：
・
：
：
森

葉

報

。
第
六
号
（
一
九
五
六
年
ご
一
月
）

明
恵
上
人
説
話
考
：
・
：
：
・
：
・
：
：
・
・
：
・
：
・
：
・
佐
佐
木

稿
本
柳
斎
志
異
考
勘
記
・
・
：
：
：
：
：
－
J

J

・
－
－
：
藤
田

官
国
藩
に
つ
い
て
：
：
：
：
：
－
j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
佐
藤

H

中
国
に
於
け
る
品
詞
分
類
の
標
記
に
つ
い

て
H

H

双
語
詞
米
大
治
争
H

の
問
題
点
：
・
・
・
川

シ
エ
リ

l
に
お
け
る
神
の
問
題
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
瀬

リ
ル
ケ
文
学
解
明
に
お
け
る
ハ
イ
デ
ッ
ガ

l
の

松崎木谷下本

BB 栄
三
郎

武
之
助

一祐一良邦

瑛進昇彦

誤謬・・・・・・・・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・塚

ア
ル
ベ
ェ
ル
・
カ
ミ
ュ
の
思
想
と
風
土
に
つ
い
て

！
i
（
ジ
ヤ
ン
・
グ
ル
ニ
エ
と
の
比
較
に
よ
る

一
考
察
）
：
：
：
：
－
j

i
－－：：－
J

J

・
－
：
：
：
：
：
：
片

葉

報

。
第
七
号
（
一
九
五
七
年
一
二
月
）

野
守
鏡
に
み
ら
れ
る
宗
教
性
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
・
佐
佐
木

お
せ
ん
と
お
さ
ん

l
l西
鶴
の
場
合
I
l－
－
：
：
：
：
：
・
竹
重

ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
に
於
け
る
東
洋
思
想
概
観
・
：
：
・
飯

宏

ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
「
ユ
リ
ア
ン
の
旅
」
の
成

立
に
つ
い
て
：
－
j

i
－
－
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
若

ラ
シ

i
ヌ
の

E
「
白
、
同
げ
か
σω
丘
。
。
己
「
2
p
m月∞

S
S
E－
叱
‘
に
つ
い
て
：
：
：
：
：
：
：
j

i
－－：・：佐

イ
エ
イ
ツ
と
能
・
序
説

E
〉
同
号
。

Z
5会
〆

君
。
＝
＝
と
工
、
円
7
0
0己
可

』

g
－0
5
u「

O
『

開
B
O
H
＝
に
関
す
る
考
察
を
中
心
と
し
て
：
：
・
：
：
石

合
国
藩
と
俗
文
学
：
：
：
：
：
：
：

j

i
－－－

j
i
－
－
－
：
佐

2
2
E∞
に
お
け
る
感
嘆
及
び
疑
問
の

E
＋

直
説
法
又
は
接
続
法
の
使
用
に
つ
い
て
：
：
：
：
・
・
藤

資
料
紹
介
炎
涼
岸
・
女
開
科
伝
・
知
不
足

斎
原
本
批
点
柳
斎
志
異
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
藤

書
評
｜
｜
何
『
三

D
Fロ
。
『
許
可
∞
同
ミ
守
宅
ミ
デ

郎賢雄夫衛

越桐田キ本藤藤橋井田

敏

安日

自日幸雄

国

男真
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・・・・・・・・・・仲

伊
勢
物
語
真
名
本
に
就
い
て
・
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
伊

内
部
の
論
理
｜
｜
ロ
マ
ン
主
義
詩
学
の
興
起
に

か
ん
す
る
一
考
察
：
：
：
：
：
：
：
：
J

J

・
－
：
：
：
：
・
：
由

シ
ェ
ク
ス
ピ
ア
喜
劇
に
於
け
る
扮
装
：
：
：
・
：
：
：
；
：
鈴

パ
ル
ザ
ッ
ク
「
ル
イ
・
ラ
ン
ベ

l
ル
」
に
つ
い

て
：
・

j
i－
－
：
・
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
－
J

J
・
－
・
：
高
山
鉄
男

「
ブ
ル
ネ
レ
ス
キ
の
寄
薩
」
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
・
相
内
武
千
雄

浮
彫
の
種
類
に
つ
い
て
：
；
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
海
津
忠
雄

ツ
ア
ワ
ン
著
聖
成
吉
思
可
汗
の
金
一
一
一
一
一
：
：
：
：
：
：
・
田
中
市
郎
衛
門

葉

報

。
第
九
号
（
一
九
五
九
年
二
一
月
）

『
太
平
記
』
作
者
の
思
想

l
l
寸
北
野
参
詣
人
政

道
雑
談
事
」
に
現
わ
れ
た
政
道
観
に
つ
い

て
I

l
－
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：

j
i－－－－
J

J

・
－
：
：
：
長
谷
川

ミ～
b
s
n凡
な
か

M
M
ミ
ミ
s
h
i
l－－
E
C
1
m
F
H
Z
P
ロ仏

n
r
P
2
2
2
 

葉

報

。
第
八
号
（
一
九
五
八
年
一

O
月
）
慶
応
義
塾
創
立
百
年
記
念

小
沢
護
庵
論
・
：
：
：
－
J

J

・－：：：－
J

J
・
－
：
：
：
：
：
：
香
川

源
氏
物
語
に
お
け
る
「
い
ろ
ご
の
み
」
の
概
念

西

も
う
ひ
と
つ
の
忠
臣
蔵
｜
｜
四
谷
怪
談
考
｜
｜

代

fr多景

キナ藤井

幸
二
郎

哲

夫

木良

周君

次

〈
把

Jω
」
〉
を
含
む
形
式
に
つ
い
て
そ

の
統
辞
論
的
分
析
｜
｜
－

ジ
ョ
ン
・
ダ
ン
の

E

吋

Z
何
M
Q
S

－03
｜
｜
！
詩

の
構
造
に
関
す
る
一
考
察
1

1

：
：
：
・
：
：
：
：
：
；
：
和

絶
対
詩
の
課
題
の
一
つ

i
！
ヴ
ア
レ
リ
・
ゲ
オ

ル
ゲ
・
ベ
ン
I

l
－－：：：：：：－－
J

i
－
－
：
：
：
：
：
：
深

ジ
エ
ラ

l
ル
・
ド
・
ネ
ル
ヴ
ア
ル
に
於
け
る

「
自
然
」
の
イ
マ

1
ジ
ュ
に
就
い
て
・
：
：
：
：
：
小

宮
己
。
ミ
の
：
『
宮
、

p
r
。
ご
7
0

云。円円。

〉

2
7
cて
の
一
言
語
に
つ
い
て
云
己
。
ミ

の
英
語
の
成
長
と
体
系

I
l
－
－
：
・
：
・
・
：
：
：
：
・
小

、
円
宮
回
。
o
r
え

F
O
U
5｝
5
2
に
関
す
る
一

考
察
：
・
・
：
・
・
：
・
：
：
・
：
・
・
・
・
・
：
小
長
谷

葉

報

〈
〉
第
十
号
（
一
九
六

O
年
六
月
）

日
本
霊
異
記
下
巻
第
三
十
八
縁
に
就
て
・
：
・
・
：
・
・
福

浜
松
中
納
言
物
語
に
於
け
る
唐
土
の
問
題
・

．．．．．．．．．． 
・池

列
女
説
話
の
伝
承
に
つ
い
て
・
：
：
－
－
J

J
・
－
：
：
：
・
：
林

『
「
老
水
夫
」
の
モ
ラ
ル
と
「
千
一
夜
物
語
L

の

寓
喰
』
：
j

i
－
－
－
－
・
：
：
：
：
－
j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
由

ク
ル
ト
・
マ
イ
に
よ
る
『
マ
イ
ス
タ

l
の
修
業

時
代
』
解
釈
の
問
題
点
に
つ
い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
猿

『
さ
か
し
ま
に
』
と
ポ

l
ル
・
ヴ
ア
レ
リ
！
：
：
・
：
：
山 ー

i
 
’a，，， 

松十日了二美古車

本田田浜
ー

I
 

E
E

，J 
田 島良田田

安R

偉？日甫

俊

~~ 

繁

司

-113ー
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葉

報

。
第
十
一
号
（
一
九
六
一
年
一
月
）

再
び

E
F
N
N
。E
E
に
つ
い
て
：
：
－

j
i－
－
：
：
相

東
海
道
四
谷
怪
談
と
南
北
：
・
：
：

j
i－
－
：
：
：
：
：
・
・
寺

「
ま
ほ
し
」
の
性
格
に
つ
き
て
の
一
考
：
：
・
：
：
：
：
：
武

1
1
1
と
く
に
「
ま
く
ほ
し
」
と
の
対
比
に
お
い
て
l
l
l

戸
同
茂
睡
の
系
族
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
・
・
・
戸

詞
品
論
孜
、
『
Z
B
H
N
P
D
Z
采
用
の
可
否

に
つ
い
て

「
ア
ッ
ケ
ル
マ
ン
」
の
周
辺
：
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
尾

実
存
主
義
の
歩
み

i
l
lサ
ル
ト
ル
作
「
ア
ル
ト

ナ
の
幽
問
者
」
を
め
ぐ
っ
て

l
l－－
j
i
－
－
・
：
：
：
永

上
田
秋
成
の
美
意
識
に
つ
い
て
－
－

j
i
－－：－
J

J

・－：藤

吋
y
o
O
円。。ロ

R
2
m
H
Z
と

斗

70
出。
7
2
Eロぬ

の
P
2
0

中
世
ロ
マ
ネ
ス
ク
文
学
の
構

成
1

1

：
：
：
：
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
：
：
池

葉

報

。
第
十
二
号
（
一
九
六
一
年
七
月
）

「
犬
」

1
1
1回
E
B君
。
＝
5
3
5ぬ
tJEll
－：塚

鉄
輪
考
・
・
・
：
：
・
：
・
：
：
：
・
・
：
：
：
・
：
：
・
・
・
長

藤
原
定
家
の
和
歌
｜
｜
価
値
観
の
変
遷
と
歌
風

の
変
遷
を
め
ぐ
る
一
考
察

l

l

「
日
本
霊
異
記
」
に
於
け
る
訓
釈
に
就
い
て
：

中馬

井崎内

武
千
雄

初

雄
陸

雄

田

勝

崎本

盛邦

江戸

多
喜
雄

正

通

上

忠

尾越林場

英邦

方
志
の
散
文
ー
ー
そ
の
形
式
を
め
ぐ
っ
て
1

l

久

：
・
佐

「
タ
ン
ホ
イ
、
ザ

l
L
に
関
す
る
若
干
の
基
礎
的

事
項
に
つ
い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
荒

ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
タ
イ
ン
の
美
学

思
想
・
・
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
：
－
J

J

・
－
：
：
：
：
：
高

ブ
ル
ー
ス
ト
の
文
体
に
お
け
る

H

比
較
H

に
つ

い
て
：
；
：
：
：
：
－

j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
岡

現
代
英
語
の
特
質
と
諸
問
題
｜
｜
開

3
由
同
「
2
己

の
方
法
論
l
i
－－：：・：

j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・
・
安

葉

報

八
〉
第
十
三
号
（
一
九
六
一
年
一
一
一
月
）

「
犬
」
（
2
）
1
1
1
u
q
Z
E丘
己
目
何
回

2
5

8
5
0
5
m，巳ア
1
i
・：：：－

j
i
－
－
：
：
・
・
：
：
：
：
：
塚

一
音
節
語
の
名
詞
の
運
命
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
池

悪
の
存
在
に
つ
い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
J

J

・
－
：
：
：
：
足

表
現
主
義
的
人
間
（
1
）
：
・
・
：
：
：
；
：
：
・

j
i
－－：・：宮

「
麗
相
の
美
」
を
め
ぐ
っ
て
－

j
i
－－：：：

j
i
－
－
：
：
藤

会
主
芯
序
論
（
3
）1
1
1
モ
l
ム
の
文
体
と

n
z
n
yか
l
i
l

－－：

j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
守
旧

工
冨
色
。
ョ
。
3
己－
o
己

m
Z
2
1コ
の
司
広

P
2
＝

景衛弘雄敏子夫

：
・
：
：
：
・
大

葉

報

藤井橋本東江下立田越永j兵

~~ 

秀

直巌

茎口

孝

占判
γ
’泊qh
’

介

-114-

手lj

通三康夫敏

正啓道

夫甫



（
一
九
六
三
年
一
月
）

西
脇
順
三
郎
先
生
記
念
論
文
集

契
沖
に
関
す
る
考
察
：
：
j

i
－－
J

J

・－－－
J

J

・
－
：
久
松
潜
一

新
薬
疎
男
子
名
古
日
三
首

j

i
－－：：：－
J

J

・
－
－
佐
藤
信
彦

も
の
言
う
枕
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
－
j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
池
田
弥
三
郎

失
わ
れ
た
る
古
写
本
の
出
現
・
：
：
：
：
－
j

i
－
－
：
・
：
：
：
森
武
之
助

歌
舞
伎
の
寸
花
道
L

の
意
味

j
i
－－：：：

j
i
－
－
：
・
：
戸
康
二

小
説
家
と
し
て
の
李
笠
翁
：
：
：
：
・
：
：

j
i
－

－

－

：

：

：

：

村

瑛

論
賛
と
随
想
の
流
れ
：
・

j
i
－－：：

j

i
－－：：

j
i
－

－

藤

賢

わ
が
画
歴
の
一
節
：
・

j
i
－－：：

j
i
－－：：

j
i
－

－

：

：

守

二

近
世
日
本
文
化
の
構
造
分
析
：
：
－

j

i
－－－
J

J

・

－

：

渋

清

自
性
寺
の
大
雅
：

j

i
－－：：

j

i
－－－

j
i
－－
j

i
－

－

菅

三

∞可

F
Zロ
主
の
成
立
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
厨
夫

君
岳

2
3
5
と

z
a
2
3。
冨

2
3
・

・

：

：

河

一

象
徴
主
義
の
実
体
を
も
と
め
て
・
：
：
：
；
・
：
・
：
上
保

ロ
ミ
含
ロ
と
甲
山
て
5
2
の

思

想

的

交

流

：

・

：

：

：

岩

三

二
十
世
紀
ア
メ
リ
カ
小
説
の
現
代
的
性
格
に
つ

い
て
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
・
・
大

冨
R
E
P
－2

の
女
性
（
問
。
E
己
巾
出
望
月
日
吉

冨
吉
正
）
・
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
藤

印可

C
2
5
E
P
D仏
号
。
の
円
。
。
口
問
E
m
z

に
お
け
る
号
。
、
円
。
吉
宮
p
t
o
ロ
に
つ
い
て

〈
〉
第
十
四
・
十
五
合
併
号

池

口川沼井屋田松板

謙祐真文貞

崎田

良

橋

吉
之
輔

井上

店、

昇

。
。
。
円
問
。
∞

Z
5
2
2己
＼
O
円
「
p
d
ミめ
D
2
・
：
：
：
：
山

チ
ョ

l
サ
l
に
於
け
る

Z
E
C円
。
の
問
題
：
・
：
：
：
安

ω
Z
3。
口
出
。
。
∞
y
f
E
ロ
ロ
江
巳
と
回
RV一者三『

に
つ
い
て
：
：
：
：
：
－
j

i
－
－
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
尾
藤

ゲ
ー
テ
と
中
世
の
ミ
ン
ネ
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
・
：
相
良

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
フ
ア
ウ
ス
ト
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
大
野

明
号

Z
E－－
r
の
先
駆
者
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
一
ノ
瀬

リ
ル
ケ
と
ク
レ

l
（
間
三
日
ロ
ロ
仏

R
－2
）
・
：
・
：
：
塚
越

ボ

l
ド
レ

l
ル
と
ゴ
ヤ
：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
佐
藤

冨
。
ロ
吾
2
E
E
の
《
ぎ
コ
’

m。
百
－
》
を
め
ぐ

っ
て
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
－

j
i
－
－
：
：
：
：
：
二

『
幅
吐
』
の
成
立
と
そ
の
意
義
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
白

《
E
E仏
何
回
》
の
成
立
と
そ
の
意
義
・
・
：
：
j

i
－－－若

「
巳
円
山
内
で
C
U己
2
に
つ
い
て
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・
松

口
5
2ユ
全

冨

g
z
nミ
色
。
．
・
：
：
：
：
：
：
：
：
相

西
脇
順
三
郎
（
年
譜
・
作
品
目
録
）

葉

報

。
第
十
六
号
（
一
九
六
三
年
一

O
月）

万
葉
集
に
お
け
る
「
お
も
ふ
」
に
つ
い
て
：
：
：
：
・
：
土

「
さ
さ
め
こ
と
」
の
諸
本
の
考
察
：
：
－

j
i
－
－
：
：
：
・
東

戴
名
世
・
方
萄
の
交
遊
よ
り
見
た
る
桐
城
派
古

文
の
成
立
：
：
：
：
：

j

i
－
－
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
佐

蕩
児
と
覚
者
ー
－

zz－3
小
論
ー
ー
ー
：
：
：
：
：
：
上

弘

東良内原林井宮田浦村藤

伸君

介美

恒俊守

朔敏夫ー峯充顕司真

秀

一

武
千
雄

？告孝

-115-
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「
こ
び
と
た
ち
L

の
世
界

l
l
i
ハ
ロ
ル
ド
・
ピ

ン
タ
！
の
側
面
I

1

：
：
：
：
：
－

j
i
－－－－
J

J
・－・：鈴

表
現
主
義
的
人
間
（
二
）

j
i
－－：：：：：－

j

i
－－：：・宮

フ
ラ
ン
ス
中
世
文
学
の
写
体
と
校
訂
法
：
：
：
・
：
：
：
：
松

サ
ル
ト
ル
の
、
ド
ラ
マ
ツ
ル
ギ

i
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
調

者
岳

2
3古
吋
の
文
体
：
・
：
：
・
；
J

J
・
－
：
：
：
：
武

。。
2
7
？
u
e出
。
ロ
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
・
・
：
越

葉

報

。
第
十
七
号
（
一
九
六
四
年
二
月
）

恋
か
ら
み
た
恋
歌
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
・
西

因
果
物
語
試
論
：
：

j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
；
：
：
：
檎

元
雑
劇
倣
工
考
・
：
：
：
：
・
：
・
・
：
：
：
：
：
：
：
：
・
・
岡

ベ
ル
ン
時
代
の
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
・
：
：
：
：
：
：
：
井

ブ
ル
ー
ス
ト
に
お
け
る
詩
的
現
象
学
：

j
i
－
－
：
：
：
：
桜

古
英
語
散
文
の
語
順
：
：
：
：
：

j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
山

葉

報

。
第
十
八
号
（
一
九
六
四
年
九
月
）

浜
松
中
納
言
物
語
の
夢
（
上
）
！
ー
そ
の
語
棄
の

頻
度
に
つ
い
て
I
l
l
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
池

古
代
葬
制
と
贋
宮
挽
歌
と
・
・
：
：
・
・
・
：
・
・
：
・
・
：
桂

柳
斎
俗
曲
考
：
：
：
：

j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
・
藤

ハ
ム
レ
ッ
ト
の
謎
：
・
・
・
：
・
：
：
：
：
：
：
－

j

i
－－：：・中

ジ
ャ

1
ヒ
リ

l
ア
詩
の
象
徴
性
に
つ
い
て
（
上
）

原下木

周

二

啓

三
秀

一

佳
智
雄

勝

彦
信

行

塚田谷村

泰貫晴昭

本木出田

保祐芳利

村田

l
i詩
集
「
ム
ア
ッ
ラ
カ

l
ト
」
を
中
心
と

し
て
I
l
l
－－：：：

j
i
－－：：：：－

j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
黒
田

哀悼・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・佐藤

西
脇
順
三
郎
論
・
：
：
：
：
：
：

j
i
－－：：：－

J
i
－
－
：
：
：
三
浦

三
浦
孝
之
助
年
譜
・
著
作
年
表

文
名
に
対
す
る
ロ

l
マ
文
人
の
憧
憶
・
：
：
：
：
：
：
：
：
樋
口

樋
口
勝
彦
年
譜
・
著
作
年
表

葉

報

。
第
十
九
号
（
一
九
六
五
年
一
月
）
文
学
・
芸
術
に
現
わ
れ
た
る
女
性
像

遊
女
と
地
お
ん
な
1

1

近
世
文
学
の
女
性
観
l

！

品行夫夫彦亨

・
：
檎

中
国
文
学
に
現
わ
れ
た
る
女
性
像
に
つ
い
て

j
i
－－－村

西
洋
古
典
（
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
）
文
学
の
立
場

か
ら
：
－

j
i
－－：：：・：：－

j
i
－
－
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
藤

中
世
英
文
学
に
於
け
る
女
性
像
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・安

近
世
イ
ギ
リ
ス
に
つ
い
て
一
言
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
由

中
世
仏
文
学
の
恋
愛
観
と
女
性
像
：
：
：
・
：
・
：
・
・
松

美
術
に
現
わ
れ
た
女
性
像
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・・八

浜
松
中
納
言
物
語
の
夢
（
下
）
：
：
：
：
：
：
－

J

J

・－・：池

日
本
霊
異
記
下
巻
第
一
話
の
考
察
：
・
：
：
：
：
：
・
・
辻

カ
フ
カ
の
「
変
身
」
に
お
け
る
基
礎
的
問
題
点

男賢久夫

．．．．．．．．．． 
・黒

ジ
ャ
！
と
リ

l
ヤ
詩
の
象
徴
性
に
つ
い
て
－
J

J
・－：黒

寿孝
之
助朔郎

勝

彦

松谷

日吉

峡彦

ー 116-
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マ
ル
セ
ル
・
プ
ル

i
ス
ト
序
説
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
森

↓r
o
F包
括
g
m
o
。
同
「
ぷ
ω
ョ
。
ロ
ぶ
匂
さ
た
：
：
：
・
：
岩

葉

報

。
第
二
十
号
（
一
九
六
五
年
一
一
月
）

筋
馬
考
・
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
－

J

J

・－－

J
i
－
－
：
：
：
：
・
井

万
葉
集
に
お
け
る
在
公
鳥
の
歌
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・土

物
語
と
い
う
語
の
二
つ
の
性
質
に
つ
い
て
：
：
：
：
：
：
大

「
F
E
0
5
5
0
5宮
Z
ユ
」
の
研
究
1
1
1
問
答

の
研
究
ー
ー
そ
の
（
一
）
：
：
：
：
－
J

J

・－：
j

i
－－－東

帰
有
光
の
系
譜
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

j
i－
－
：
：
佐

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
お
け
る
ハ
ル
ト
マ
ン
の
人
間

観
：
：
：

j
i－－
J

J
・－－：：：－
J

J

・
－
：
：
：
：
・
大

一一l
チ
ェ
の
「
遊
戯
」
が
意
味
す
る
も
の
：
：
：
：
：
：
鈴

ト
マ
ス
・
ア
ク
イ
ナ
ス
の
芸
術
観
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
・
高

チ
ョ

l
サ
！
と
テ
イ
ル
・
ラ
イ
ム
・
ロ
マ
ン
ス

・・・・山石

ア
ル
ベ

I
ル
・
カ
ミ
ュ
の
青
春
ー
ー
ー
そ
の
歴
史

に
於
け
る
起
点
と
、
そ
の
意
味
を
求
め
て
ー
ー
ー
・
・
：
・
・
片

書

評

高
野
正
巳
著
「
近
松
と
そ
の
伝
統
芸
能
」
－
j

i
－－・：櫓

加
賀
栄
治
著
「
中
国
古
典
解
釈
史
ー
ー
ー
鶏
晋
篇
l
i」

崎口輪田藤野木橋崎山谷田

岡
田春靖将樹澄｛彦

子威

啓
一
郎

春左BN 祐

雄巳

マ
ー
カ
ス
・
ク
ラ
イ
ン
著
「
疎
外
以
後
現

代
ア
メ
リ
カ
小
説
諭
」
・

佐
分
純
一
著
「
ジ
ュ
リ
ヤ
ン
・
グ
リ
ー
ン
｜
｜

魂

の

遍

歴

」

：

「
等
伯
画
説
L
l

源
豊
宗
考
註

l

krF足。
z
m
n
r
α
ロ
ぬ
日
開

B
E
O自
己
号

EMm凶

ロE
B
m
－B
N
E
E－
件
。
円
色
。
回
国
防
円
。
。
w
i
－
－
－
：
：
：
中

葉

報

。
第
二
十
一
号
（
一
九
六
六
年
四
月
）

実
朝
の
本
歌
収
の
歌
：
：
；
・
：
：
・
：
：
：
：
・
・
松

ジ
ヤ
ン
・
パ
ウ
ル
「
生
意
気
ざ
か
り
」
に
お
け

る
「
教
養
小
説
L

形
式
の
破
綻
・
：
：
・
：
：
・
：
・
・
：
池

パ
ス
カ
ル
の
宗
教
思
想
と
数
学
思
想
：
：
・

j

i
－－：加

同

d
F
o
F
PロM
H
C
m
m
判。。同

P
F
F
3
w由
民
、
円
己
。
。
同

同
E
m
〉
コ
グ
ロ
て
：
：
：
：
－
j

i
－－：：：：－
j

i
－－：斉

↓7
0
F
Pロ
mE£
。
。
同

F
P
U
P
5
0ロ
〆
匂
さ
円
（
口
）

・・・岩

宏雄生郎子雄尽

書

評
E
4
Z
2
富
。

r
g
m忠
一
江
田
片
山
一
君

g
m
H
Y
O
Z巳
「

き
仏
国
己
一
江
ミ
コ
ゲ
山
、

ω・
｝
。

5
3
Z
P立
（

3
2）

に
つ
い
て
・

j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
j

i
－－・：上

ア
ン
ド
レ
・
ヴ
ュ
ル
ム
セ
ル
「
非
人
間
的
な
人

間
喜
劇
」
に
つ
い
て
：
：
：
－
J

i
－－：：：：
j

i
－－－高

彦
冨叉
貝

橋合林田原藤田藤崎村山

吉
之
輔

正

朝真

美

でゴ佳子
_E.. 
ι＝コ，

多
仁
子

：告
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者
乙
門
2
Z
E
n
F
H
U
g
n
r
z
z
n
r
o
「
5
Z
H
）王

円
】
。
即
日
吋
・
ロ
ロ
（
同
日
間
山
・
同
町
二
戸
円
ゲ
ロ
ロ
仏
内
『
Z

Z

D
仏
門
出
。

5
－5
5。
Z
問
。

B
主
弓
・
：
j

i
－
－
：
・
：
：
：
：
：
：
・
中

葉

報

。
第
二
十
二
号
（
一
九
六
六
年
一
一
月
）

厳
復
私
論

l
i翻
訳
論
と
文
芸
観
よ
り
み
て
・
・
・
・
・
・
・
・
・
岡

町
九
刊
セ
ミ
札
口
に
お
け
る
叶

gm川
町
〈
2
5ロ
：
：
：
：
・
池

』

o
yロ
ロ
O
D
5
一
h
s
h
u
s
h
N
h
g町
な
に
於

け

る

ロ

g
F
に
つ
い
て
：
：
：
－
J

i
－
－
：
：
：
：
：
：
山

激
石
の
ス
イ
フ
ト
観
に
つ
い
て
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
海

書

評

横
山
重
編
「
古
浄
瑠
璃
正
本
集
」
・
・
：
・
・
：
・
・
：
松

吋
』
ザ
同
宅
内
刊
色
見
。
L
m
h
a
～U
S
2
h
sミ凡
h
b
v

ミ～山市川

目
。
。
ぃ
～
吋
》
同
町
司
同
門
司
～
～
R
N
N
h
h
H
N
R
M
M
G
h
c
h
E～同コ
U
L
、内・

ロ山、

ny江
氏
。
立
百
円
「
白
的
。
r
・
：
：
・
・
：
：
：
・
：
：
：
：
加

ポ
ル
・
ヅ
ム
ト

i
ル
寸
ロ
マ
ン
期
の
詩
の
言
語

と
詩
法
」
：
：
・
・
・
：
：
・
・
・
・
・
：
：
・
・
・
・
：
松

』
ミ
弓
g

z

s
～
込
三
円
語
、

U
2な
3
C
H
H
P

同
コ
ミ
ヨ
久
H
F
町
内

S
Eミ
w

。仏・

σ山、可。円。円

∞
己
N

P

D
円
山
富
子
凶
円
。
【
】
向
。
ロ
∞

Z
2
5の
：
：
：
：
：
：
安

葉

報

。
第
二
十
三
号

第
一
部

（
一
九
六
七
年
二
月
）
佐
藤
期
先
生
還
暦
記
念
論
文
集

田上本田保本藤原倍

美

竺長コP
三五三‘ιニョ

忠

弘宏

真隆

夫ー

隆

信

51. 

手口

秀
戸
口
田

子

サ
ル
ト
ル
に
お
け
る
「
言
語
」
の
問
題

｜
｜
∞
包
℃

Z
5
8
2
7
1
l

ラ
ン
ボ
！
と
マ
ラ
ル
メ
ー
ー
ー
或
い
は
モ
ン
ド

I

ル
博
士
へ
の
反
論

i
l－－：：：：
j
i－
－
：
：
・
：
：
：
朝

ジ
ロ
ド
ゥ
の
〈
ラ
シ

l
ヌ
論
〉
：
：
：
：
：
：
－
j

i
－－：・鬼

ア
ン
ト
ナ
ン
・
ア
ル
ト

l
に
お
け
る
「
残
酷
劇
」

F
O
同町向山伊丹円。乱。

F
2
c
m
E芯
に
つ
い
て

浩

司

白

井

哲三

人吉

頭吹

永

多
喜
雄

戸

告
白
的
文
学
に
お
け
る
愛
の
問
題

l
i三
つ
の

近
作
を
め
ぐ
る
試
論
｜
｜
－

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・・佐

ハ
イ
ネ
と
ネ
ル
ヴ
ア
ル
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
j

i
－－：：・大

『
テ
レ

I
ズ
・
デ
ス
ケ
ー
ル

l
』
か
ら
『
贋
金

っ
か
い
』
へ
・
J
J
・
－
：
：
：
：
：
：
j

i
－－－
j

i
－－－：：若

聖
ア
レ
ク
シ
ウ
ス
の
妻
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
・
松

ア
ル
ベ

l
ル
・
カ
ミ
ユ
と
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ

l

ユ
：
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
J

J

・
－
：
：
：
片

「
自
然
の
模
倣
」
に
つ
い
て
｜
！
デ
ィ
ド
ロ
の

美
学
に
関
す
る
一
考
察
l
i
－－：：：：－
j

i
－－：：・原

h
2
可。
3
L刊さ
2
H
3
h宮
均
三
包
右
足
向
的
匂
司
ト
ピ
雲
仙
凡
？

ミ
言
問
～
：
・
：
：
：
：
：
－
j

i
－
－
：
：
：
：
：
・
：
：
：
て
q
h
o
同
町
羽
、
h
出
h
h
h

ア
ル
ベ

l
ル
・
カ
ミ
ュ
の
文
学
的
出
発
を
め
ぐ

ぐ
っ
て
『
南
』
か
ら
』
幸
福
な
死
』
ま

浜分

甫ー

手塩

。。

原林

秀

真

桐

＂~ 
自日宏

で
1
1
i
・

・・・・・・・・・・－口同

畠

正

明



ブ
ル
ー
ス
ト
と
色
彩

l
l
J
5」
系
の
色
彩

語
を
め
ぐ
っ
て

I
l
i
－
－
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
棲

「
プ
チ
・
ブ
ル
ジ
ョ
ア
」
主
題
考

j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
・
高

「
P
Z巳
∞
窓
口

g
p
u
回
円
三
日
円
H
I
l
l何
回
印
ロ
ト
印
己
円

－O印
。
O
D
門出

t
oロ
∞
仏
O
T
H
ロ
ロ
目
印
印
何
回
口
。
。
仏
J
H
ロ

同
）

O
伊丹。・
I

l
－
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
同
町
Z
N
O
町

d
h
q吋
込

第
二
部

川
山
口
向
。
局
、
同
O

の
構
成
と
意
味
・
：
：
：
：
：
：
：
：
厨
川

言
語
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア

l
l「
奴
詞
」
を
中
心

に
し
て
l
i
l
－
－
：
：
：
：
：
：
；
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
池
田

ナ
ル
シ
ス
・
・
・
・
・
・
：
：
・
：
：
：
・
・
：
：
：
・
：
：
・
・
塚
越

E
2
2
ロ
E
認め】ー
l
l
素
描
に
よ
る
教
訓
画
の

一
解
釈
I

l
－
－
－
・
：
：
：
・
・
・
・
・
：
・
・
・
・
八
代

魯
迅
雑
文
中
の
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
：
・
・
：
：
：
：
；
：
佐
藤

第
三
部

淡
路
町
時
代
：
：
：

j

i
－－－

j
i
－－：：：

j

i
－
－
：
：
：
奥
野

朔
さ
ん
の
こ
と
・
：
：
：

j
i－
－
：
：
：
：
：

j
i
－－－

j
i
－
－
横
部

祝
辞
：
：
：

j

i
－－：：－
J

J

・－－

j

i
－－：

j

i
－
－
田
中

佐
藤
君
の
思
い
出
：

j

i
－－：

j
i
－－・：－

j

i
－
－
：
：
・
藍
原

開

E
P
冨
巳
宮
号
。
己

2
・
・
・
：
：
：
・

j
i
－
－
：
・
：
：
：
大
久
保

佐
藤
先
生
と
私
－

j
i
－－
j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
・

j

i
－
－
二
宮

。
・
〈
・
含
「
冨
H
F
Z
中
期
の
詩
篇
に
つ
い
て

浜

俊

山木

鉄泰文弥
三
郎弁止

i

「母

修英千得信
禾三太

顕洋了夫郎郎

孝

~~ 

S
－
S
氏
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

j
i
－－堀

F
O
句
。
ュ

E
芹

m
o
D
Z
自
己
巳
：
：
：
：
・

j
i
－
－
：
：
：
：
：
芥

先
生
と
私
（
佐
藤
朔
先
生
の
こ
と
）
：
：
：
：
：
：

j
i
－－－梅

佐
藤
先
生
の
弟
子
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・遠

佐
藤
朔
（
略
年
譜
）

著
作
目
録

葉

報

。
第
二
十
四
号
（
一
九
六
七
年
一
二
月
）

『
細
雪
』
の
美
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：

j
i
－－－天

中
国
の
羽
衣
説
話
（
そ
の
分
布
と
系
譜
）
：
：
：
：
：
：
・
君

ハ
ン
ス
・
へ
ニ

l
・
ヤ

l
ン
の
メ
デ
ィ
ア
劇
に

つ
い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
－

j
i
－－：：・沼

〈
新
し
い
草
袋
を
求
め
て
〉
初
期
哲
学
作
品

に
お
け
る
ロ

E
2
2
の
表
現
形
式
に
つ
い

て
1
I
l
－－：

海
北
友
松
（
そ
の
伝
記
と
研
究
）
：
・
：
・

．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・河

ピ
エ

l
ル
・
ボ
ナ

l
ル
1

1

自
然
へ
の
回
帰
ー
ー

男行夫郎次

：
：
：
・
・
・
：
安

現
代
フ
ラ
ン
ス
語
に
お
け
る
動
詞
時
称
体
系
に

つ
い
て
の
一
考
察
：
・
：
：
：
：
：
：
J

J
・
－
：
：
：
：
：
：
日

∞Z
E
E
－2
2
5
－z
n
2
Z苫
：

j
i－
－
：
：
：
・
古

パ
ス
カ
ル
に
お
け
る
宗
教
的
基
盤
：

j
i
－
－
：
：
：
：
：
加

閉
店
主
に
於
け
る
言
語
の
研
究
：

j
i
－
－
：
：
：
：
安

藤田川田島野店宥合木立
ロ，nι
・

倍藤屋高

善

衛
比
呂
志

晴

夫
周

作

久久

子江

雅
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・・石

後
藤
末
雄
先
生
を
悼
む
：
・
・
・
・
・
・
：
：
：
・
・
：
・
・
佐

後
藤
末
雄
略
年
譜
・
著
作
年
表

葉

報
※
第
二
十
五
号
の
う
ち
英
語
英
文
学
関
係
の
論
文
を
『
英
語
英
文
学
特

集
』
、
独
語
独
文
学
関
係
の
論
文
を
可
独
語
独
文
学
特
集
』
と
し
て

分
冊

。
第
二
十
六
号
（
一
九
六
八
年
一
一
月
）

「
新
勅
撰
集
」
中
の
実
朝
の
歌
：
－

j

i
－－
j
i
－
－
：
：
松

司
立
（

H
O
S
E。
ロ
。
官

Z
F
の
研
究
1
1
1
問
答

の
研
究
ー
ー
そ
の
（
二
）
：
：
：
：
：
－
J

J

・
－
：
：
：
・
：
増

寸ロ

l
ド
・
ジ
ム
」
コ
ン
ラ
ッ
ド
研
究
（

H
）
：
：
：
：
上

カ
フ
カ
の
『
城

b
l
l測
量
師
K
の
闘
い
｜
｜

・・里一

ウ
ス
ト
L

第
二
部
第
三
幕
の
一
つ
の
解
釈
1

1

A
P
 

卓
出

カ
フ
カ
の
作
品
に
お
け
る
時
間
概
念
：
：
：
：
：
：
：
：
：
松

Z
F己
C
D
官
ロ
ロ
え
に
お
け
る
動
詞
前
綴

h
n
’

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
の
変
貌
｜
｜
「
魔
の
山
」
へ

の
一
試
論
l
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
坂

ラ
ン
ボ
！
の
詩
的
想
像
力
と
「
場
L

：
・
：
：
：
：
：
山

者
・
〉
・
富
。

N
3
の
交
響
曲
の
時
代
区
分
に

関
す
る
一
考
察
1
1
i第
一
楽
章
の
分
析
を
中

本木藤川原村田岩口口

嘉光多
仁
子

達澄
市
出
川

，一ソ市中尚佳

、、ム
．
布

f

ア
ン
リ
・
ベ
リ
ュ
シ
ヨ
「
ス

l
ラ
の
生
涯
」
・
：
・
：
末

葉

報

『
芸
文
研
究
』
総
目
次

自
第
同
号
｜
至
第
阿
凶
ぐ
号

〈
〉
第
二
十
七
号
（
一
九
六
九
年
三
月
）
国
語
国
文
学
・
中
国
語
中
国
文
学
特
集

「
寓
の
文
反
古
」
の
成
立
：
：
：
：
J
J
・
－
：
：
：
：
・
：
：
：
檎
谷
昭
彦

蒙
求
和
歌
の
成
立
と
伝
流
ー
ー
ー
そ
の
諸
伝
本
を

め
ぐ
っ
て

l
l－
－
：
：
：
：
：
：
：
－
－
J

J

・
－
：
：
：
：
：
池
田

太
平
記
の
評
価
に
関
す
る
一
・
二
の
問
題
：
・
：
：
：
：
長
谷
川

野
上
弥
生
子
の
道
程
：
：
・
：
・
：
・
・
：
・
・
：
・
坂
本

細
川
幽
斎
家
集
の
研
究
そ
空
ア
｜
衆
妙
集

系
統
諸
本
に
つ
い
て
：
：
－
J

J

・－・：：：

j

i
－－：土

能
楽
ワ
キ
の
種
々
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

j

i
－－：長

釈
元
政
の
文
学
に
お
け
る
心
と
狂
l
ー
一
つ
の

近
世
日
本
公
安
派
文
学
序
説
な
ら
び
に
論
｜
｜

久威

心
に
1
1
l
・・・・

書
評
三
隅
治
雄
著
「
日
本
舞
踊
史
の
研
究
L

：
・
：
：
：
：
：
西

冨

g広
「

〉
N
〉
同
一
〉
冨

C
白

河

内

c
d問、円
C
Z

開
斗

E

司
同
り
そ
〉
冨
。
閉
山
∞
コ
ロ

kpZ∞
「
〉

「
岡
、
門
、
円
開
岡
山
〉
寸
司
閉
山
開
ロ
ロ
凶
同
問
。
間
山
口
凶
【
U
「
何

朔席子雄己史

里子

洋

キナ

予

吉原

雄秀
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林

武
野
紹
鴎
論
｜
｜
宗
朝
を
中
心
と
し
て
武
野
家

の
茶
の
湯
を
探
る

l
i－－

っ
息
一
御
孫
命
」
考
ー
ー
そ
の
語
義
と
位
置
と
を

め
ぐ
っ

・・・・・井

春
雨
物
語
論
：
：
：
－
J

J

・
－
：
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
大

鏡
と
変
身
の
演
出
：
：
J

J

・
－
・
：
：
：
：
：
：
・
：
：
早

如
備
子
と
そ
の
作
品
ー
ー
ー
「
可
笑
記
」
そ
の
一
：
：
・
関

買
宝
玉
を
通
し
て
見
た
「
紅
楼
夢
L

の
思
想
：
・
：
：
：
村

柳
斎
民
語
考
：
：
：
：
・
・
：
：
：
・
：
：
：
・
・
・
・
：
・
・
・
藤

梁
啓
超
に
お
け
る
「
文
学
」
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
佐

元
曲
に
お
け
る
H

コ
ミ
ッ
ク
・
リ
リ
ー
フ
μ

に

つ
い
て
：
：
：
－
－
j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
岡

白
氏
調
論
詩
考
｜
｜
平
安
時
代
の
受
容
を
め
ぐ

っ
て

l
i
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－太

伝
奇
漫
録
小
孜
：

府
間
李
賀
関
係
資
料
葉
編
：
：
・
・
・
：
：
：
：
：
・
・
：
・
草

羽
衣
覚
書
1

1

飛
朔
と
変
身
l
i－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
君

奥
野
先
生
を
偲
ぶ
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・村

奥
野
信
太
郎
年
譜

奥
野
信
太
郎
著
作
目
録
初
稿

葉

報

戸

田口藤田松場川輪松島森本田

左
馬
衛

勝雅靖樹一祐晴久紳邦次

久

。
第
二
十
八
号
（
一
九
七

O
年
二
月
）

ト
ハ
ズ
ガ
タ
リ
｜
｜
「
カ
タ
リ
」
の
一
形
態
ー
ー
ー

〈
源
氏
物
語
に
お
け
る
音
山
義
〉
：
：
：
：
：
：
：
・
：
・
・
：
伊

大
洲
市
立
図
書
館
蔵
二
も
と
菊
の
物
か
た
り
」

郎賢咲武水宏生

「ポ
l
ル
・
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
L

研
究
へ
の
道
：
：
：
：
：
：
小

ネ
ル
ヴ
ア
ル
の
「
幻
想
」
に
関
す
る
動
性
（
そ

の
一
）
｜
｜
｜

E
5
5ロ
か
ら
同
己

5
5
へ
の

劇
I

l
－
－
－
－
：
・
・
・
・
・
・
：
・
：
・
・
・
：
：
：
井

「モ
l
ル
ド
ン
の
戦
」
の
歌
（
第
一
部
）
｜
｜

そ
の
史
的
背
景
と
詩
人
の
内
面
1
1
1
・．．．．．．．．．． 
・・・・小

書
評
国・司・

H冨
回
開
問
、
H
J
F開
∞
冨
何
叶
〉
富
。
閉
山
’

句

E
C∞
開
∞
口
開
「
〉
「
阿
国
開
閉
山
、
円
開

oc

m山

Z
E
E
－r
g
E
E
－wS
E
c
s
－oロ
2

響
電

－mm
U
2
E
E
g
g
－－：：・：：：：：：－
J

J

・－：・古

C
2
5
印。
p
p
F命
名
一
吋
宮
内
C
H
h

之
久
見
守
山
町
ミ
札
口

：
：
池

夫映子一衛男

葉

報

。
第
二
十
九
号
（
一
九
七

O
年
五
月
）
美
学
美
術
史
特
集

竹
田
の
船
窓
小
戯
帖
：
：
：
・
：
：

j
i－
－
：
：
・
：
：
：
：
菅

彫
刻
と
風
景
ー
ー
へ
ン
リ
l
ム
l
ア
彫
刻
試

一一附

l
i
l
l－

｝＼ 
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ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
美
術
享
受
の
様
相
・
・
・
・
・
・
・
・
・
衛

死
の
像
に
お
け
る
デ
ュ

l
ラ
！
と
ホ
ル
パ
イ
ン
：
：
：
：
・
海

ロ
ミ
含
像
の
変
遷
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
－
J

J

・
－
中

全
人
教
育
と
美
術
の
役
割
：
：
：
・
：
：
：
・
・
：
：
・
・
：
高

ハ
l
パ

I
ト
・
リ
ー
ド
論
の
た
め
の
プ
ロ
ロ

i

グ・・・・・・・・・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・酒

キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
・
末

ム
シ
ャ
ッ
タ
ー
と
サ
！
マ
ッ
ラ
！
の
装
飾
文
様；・
・
・
・
水

詩
と
造
型
美
術
｜
｜
ジ
ョ
ン
・
キ
！
ツ
覚
え
書
：
：
：
相

当
・
〉
・
冨
自
主
の
交
響
曲
の
時
代
区
分
に

関
す
る
一
考
察
〈
そ
の
E
V
I－
－
第
一
楽
章
・

第
一
主
題
の
構
成
を
中
心
に

l
l
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
大

葉

報

。
第
三
十
号
（
一
九
七
一
年
三
月
）

H

殺
し
場
μ

そ
の
舞
台
設
定
の
意
義
：
j

i
－
－
：
：
：
：
早

潜
侃
珠
の
初
期
の
著
作
に
つ
い
て
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
川

ア
ル
ベ

l
ル
・
カ
ミ
ュ
と
「
新
し
い
地
中
海
文
化
」

ー
ー
一
九
三
七
年
か
ら
三
九
年
の
幾
つ
か
の

未
刊
行
資
料
を
め
ぐ
っ
て

i
l－
－
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
高

ゲ
l
テ
と
カ
ン
ト
i
ー
ー
根
本
現
象
に
つ
い
て
l
l
h
・・・官同

藤野野津

忠

雄

博

詞

啓
一
郎

吉井

雄忠

島野

美
奈
子

倫

嘉

里子本川

邦雅

畠

正

橋

義

司
。
吋
自
由
。
同
〉
ロ
Z
E。
m
g勺
E
n
m］

F
X
2
2
2
1巾
一

↓ro
同
vgz。
ョ
。
同
〉
円
江
田
止
の
同
2
0
2
5

ロ
〉
N
〉
同
。
∞
〉
号
白
色
・
：
：
－
j

i
－
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
司
7
1
－2
F
て
O
口出

「
御
気
に
召
す
ま
ま
」
1
1
1
岡山。

B
g
z。
F
O
〈。

に
対
す
る
批
評
精
神
の
独
創
性
：
－
J

J

・
－
：
・
金

書
評
池
田
弥
三
郎
著
「
高
市
黒
人
・
山
部
赤

人
」
・

葉

報

。
第
三
十
一
号
（
一
九
七
二
年
二
月
）

烏
の
あ
そ
び
考
｜
｜
古
代
鎮
魂
の
一
考
察
l
l

日行it.
4久

岡、印刷

N
o
n
z
r
5
2
5
に
お
け
る
遊
び
の
精
神

（
一
）
｜
｜
l

遊
戯
の
相
の
下
に
見
た
そ
の
作
品

と
人

1
l
i－
－
－
：
：
：
：
：

j

i
－
－
：
：
：
：
：
J

J
・－村

戯
曲
《
門
巳
百
三

S
の
、
ド
ラ
マ
ト
ウ
l
ル
ジ
ツ

ク
な
一
考
察
ー
ー
の
己
お
巳
p

の
人
物
構
造

と
円
。
吋
宮
内
凶
0
1
t
o
の
構
造
に
つ
い
て
ー
ー
ー

片

二康洋衛水

西

明

黒
本
・
青
本
・
黄
表
紙
等
草
嬰
紙
箇
明
書
誌
備

要
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・

j

i
－－
J

J

・
－
：
：
・
櫓

ユ
ダ
ヤ
人
の
排
斥
と
カ
フ
カ
：
：
：
：
；
：
：
；
：
：
・
：
：
：
黒

戸
民
間
。
。

z
r
z
g
z
E
に
お
け
る
遊
び
の
精
神

（二）
l

l
遊
戯
の
相
の
下
に
見
た
そ
の
作
品

人

檎

越山原谷村岩谷

ロ
口口

左

古川

正

彦
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昆黒村

と
人
l
i
f
－－－

冨
巴
ユ
。
君
。
と

bchNミ
『
EhkN5

3
h
Fミ
ミ
、
ミ
の
構
造
と
意
味
：

葉

報

。
第
三
十
二
号
（
一
九
七
三
年
二
月
）

元
曲
・
明
曲
に
お
け
る
〈
夢
〉
：
j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
；
岡

中
宮
亮
兼
房
を
め
ぐ
っ
て
：

フ
ォ
ン
タ
l
ネ
の
小
説
に
お
け
る
パ

l
ス
ベ
ク

テ
ィ
ヴ
｜
｜
1

「
シ
ャ
ツ
ハ
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
l

テ
l
ノ

l
」
解
釈
の
試
み
i
l－
－
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
筑

句
。
口
町
内
山
。
∞
仏
か
だ
wnyh山
内
即
印
己
『
－
P

《
句
。
か
t
A
Zめ
》

｜
｜
｜
句
ロ

o
F
2
E
B
P
H
句
円
。
］

omchuRr』

～
〈

g
g
h
p
見
む
さ

E
R

－
－
：
：
：
：
－
j
i
－－：鷲

日

r
p
E
4
の
：
HJpr
え
の
2
E
r
u
－
－
そ
の
超

自
然
人
物
に
つ
い
て

I
l
l
i
－－
J

J

・－：：：：・官向

。
第
三
十
三
号
（
一
九
七
四
年
二
月
）

白
詩
受
容
考
寸
香
憶
峯
雪
楼
簾
看
L

に
つ

い
て
：
－

j
i
－
－
：
：
：
：
：
・
・
・
：
・
－

j
i
－
－
：
：
：
：
太

雨
月
物
語
の
成
立
と
展
開
：
：
：
：
：
：
：
：
J

J

・－：大

「
白
猿
伝
L

の
系
譜
：
：
：
・
・
・
：
：
：

j
i－－－成

ト
l
マ
ス
・
マ
ン
の
ニ

l
チ
ェ
観
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
松

シ
ュ
テ
イ
フ
タ
！
文
学
に
於
け
る
人
間
と
自
然

真

藤川越村－手日見宮本行輪田田

品晃晴正洋手Ij正靖次Jj:Z 

郎 充志品

シ
ュ
テ
イ
フ
タ
！
の
「
深
い
森
」
に
お
け
る
視

座
の
転
換
・

j
i
－
－
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
－

j
i
－
－
－
－
中

「
2
弓
c
h
n
h
h
N
w
司
号
ミ
t
h
p
n
r
冨
己
－

EBMか（－）

・・立

担
『
同
h
r
s
g『
え
』
ミ

E
の
臥

m
r
5
f
i
－
－
：
：
：
池

、同
470HAPH
－m
C
o
m
o
。
同
「
ωup同
HH。
ロ
〆
切
さ
同
（
い
）

｜
｜
｜
〈
2σ
∞l
i
l
－－：：：：：：
j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
山
石

葉

報

〈
〉
第
三
十
四
号
ご
九
七
五
年
二
月
）

定
家
に
み
ら
れ
る
西
行
観
ー
ー
そ
の
評
価
を
め

ぐ
っ
て
l
i
－－：：：：：：

j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
寺

孫
悟
空
と
白
猿
伝
説
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
j

・
：
・
：
成

出
来
事
の
場
の
変
移
l
l
i
ク
ラ
イ
ス
ト
の
「
ア

ン
フ
ィ
ー
ト
リ
ュ
オ
ン
し
に
つ
い
て
：
：
：
：
：
：
：
内

「
2
2
R
2
句
同
母
ミ
E
b
p
冨
色
白
E
か（口）
・・立

生夫格’－ f丁要夫宏男

同

J
F
O
F
Pロ
m
c
ω
m
o
o
h
「
mwUPB。
ロ
〆
切
さ
H

（ム）

－－－
J12ゲ
∞

1
1
1

：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
岩

冨
色
。
与
の
：

p
r
え
の
2
2
y
w
i
l
l』
そ
の
構

造
・
意
味
・
性
格
描
写
l
i
l
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
高

葉

報

〈
〉
第
三
十
五
号
（
一
九
七
六
年
二
月
）

接
頭
辞
と
し
て
の
「
い
ぬ
L

「
き
つ
ね
」
な
ど

キナ上仙崎行沢田山
山
I
n
t
 

崎

康忠）I民

弘朗

春

雄

正行

夫忠

A
T
 

俊JI慎

民日

春

雄

手リ

？？ 



・・・・・・・・士口

キナ

対
立
の
原
理
と
変
身
の
原
理
に
つ
い
て

一
九
一

0
年
代
前
半
の
ホ

l
フ
マ
ン
ス
タ
ー

ル
喜
劇
の
特
徴
l
i－
－
：
：
・
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
志
賀
浪

現
代
中
国
語
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
「
補
語
」
に

つ
い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
j

i
－
－
：
・
・
・
：
：
・
：
：
山
下

「
g
h
F
n
Y
2∞
含
冨
0
3
5
i
F
一
円

O
B
勺？

包仲
O
D

－－：：：：－
J

J

・
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
j

i
－
－
－
早
川

司

ECσ
。
立
の
匂
片
足
。
芯
芯
ミ
誌
に
2
ミ弘司
M2AUNH2

に
つ
い
て
の
一
試
論
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
j

i
－
－
－
木
之
下

葉

報

。
第
三
十
六
号
（
一
九
七
七
年
三
月
）
森
武
之
助
教
授
退
任
記
念
論
文
集

延
慶
本
「
平
家
物
語
」
の
一
側
面
：
・
・
・
：
：
・
：
：
牧
野
和
夫

元
雑
劇
に
お
け
る
空
間
形
成
：
：
：
：
：
：
：
j

i
－
－
－
：
：
岡
晴
夫

シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
・
ウ
ン
ト
・
ド
ラ
ン
グ
の
戯
曲

ー
ー
そ
の
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
受
容
の
あ
り
か

た
と
、
若
き
シ
ラ
l
の
劇
作
に
見
る
特
性

ム

R
3
唱
出
市

優ま軍忠

殿

博

森
武
之
助
教
授
退
任
記
念
論
文
集

残
山
剰
水
の
記
：
：
：
：
j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
森

契
沖
書
入
本
源
氏
物
語
の
探
索
養
寿
庵

旧
蔵
源
氏
物
語
を
め
ぐ
っ
て
1
1
1
：
j

i
－－：・：池

『
雨
月
物
語
』
に
お
け
る
「
貧
福
論
」
の
位

武

之

田

手！J

洪

置・・・・・・・・・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・大

毛
利
貞
斎
編
『
増
続
大
広
益
会
玉
篇
大
全
』

・・・関

子

馬
琴
の
侠
｜
｜
「
開
巻
驚
奇
侠
客
伝
」
以

前

l
i
－－－－

．．
 

能
因
の
旅
追
考
｜
｜
美
濃
・
伊
予
下
向
に
つ

い
て
1
i
l
－－

花
の
下
連
歌
初
期
の
諸
相
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
鈴

慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
『
新
編
覆
醤
集
』
に
つ

い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
j

i
－－：：
j

i
－
－
：
：
：
：
林

初
期
間
山
花
袋
論
｜
｜
紀
行
文
と
小
説
と
の

谷
間
I

l
－－－－－－
J

J

・－・：

j
i－
－
：
：
：
：
：
：
宮

山

Z
D
F巳
と

Z
名。－

E
口

伝

説

：
J
J
・
－
：
：
：
・
：
竹

ラ
ン
ボ

i
に
於
け
る
「
新
し
い
肉
体
」
の
創
造
・・・・・・山

カ
フ
カ
と
〉
町
旬
、
ミ
芯
芯
〈
誌
－
－
j

i
－－－
j

i
－－：：・黒

同
ユ

P
C
2え
$
〉
わ
さ
。
え
と
と
そ
の
作
者
に
つ

い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
・
：
：
j

i
－
－
：
：
海

〉

Z
。
Z
S
F
o
F
P
U
P目
。
口
、

Hdaz－
－
：
：
：
：
：
・
：
岩

葉

報

。
第
三
十
七
号
（
一
九
七
八
年
二
月
）

明
治
期
虚
子
俳
句
資
料
と
考
察
1

1

「
日
盛

会
匂
稿
」
に
関
連
し
て
：
j

i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
・
・
本 内

彦基敬
て壬コf
J己乙
ι二3助夫

輪場田木村内内岩口崎保井

靖

宏武

保

広

康晃

正生望

俊

介

富
美
子
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純イ圭

己

春真

雄夫英



自
我
の
深
淵
と
狂
気
1

1
『
レ
ン
ツ
』
に
お
け

る
人
間
存
在
の
基
本
問
題

l
i－－
．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・・山石

フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
に
お
け
る
視
線
と
視
覚
的

表
現
：
：
・
：
：
－

J

J
・－：：－
J

J

・－
j
i
－
－
：
：
：
：
塩

〉
宮
吉
岡
山
。
σσ
？の
H
5
2
『
ロ
E
M
F
F
m
H
V
1
E吾。

（
迷
路
の
な
か
で
）
三
小
説
構
成
に
関
す
る
一

考
察
：
：
：
：
：
：
：
：
・
－
J

J
・－：：：

j
i
－
－
：
：
：
：
宮

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
『
以
尺
報
尺
』
の
喜
劇
場

面
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
J

J
・－－－
J

J

・
－
：
：
：
金

工
者
同
〉
↓
玄
白
山
↓
回
一
開
∞
ロ
K
F
H
L
「
岡
山
開
コ

｜

｜

〉

P
E
g
－C
B勺
P
3
3
え
見
。
言
。

ミ
支
出
、
と
な
円
自
己
丹
、

wap～宮内－－
J

J
・
－
：
：
：
：
・
：
石

葉

報

八
〉
第
三
十
八
号
（
一
九
七
九
年
二
月
）

鏡
花
戯
曲
に
お
け
る
『
沈
鐘
』
の
影
響
：
・
：
：
・
・
：
：
松

毛
沢
東
文
芸
路
線
と
現
代
中
国
作
家
：
・
：
・
・
：
：
：
：
小

ミ
ル
ト
ン
と
背
教
者
l
i
『
失
楽
園
』
の
ア
ブ

デ
イ
エ
ル
を
め
ぐ
っ
て

1
l
i－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
広

リ
ル
ケ
『
フ
イ
レ
ン
ツ
ェ
日
記
』
に
お
け
る
ル

ー
・
ザ
ロ
メ
の
「
神
」
・
：

j
i
－
－
：
：
：
：
：
・
：
：
・
城

E
・
H
・
ノ
サ
ッ
ク
の
諮
晦
と
表
現
『
ダ

ル
テ
ス
事
件
』
を
中
心
に

I
l－
－
：
：
：
：
：
：
：
・
赤

も
う
一
人
の
ソ
シ
ュ
！
ル
ソ
シ
ュ

l
ル
の

下谷下原
ー

l
 
’l／
 

山 村本沢

真理
恵
子

正三友勝真一元

女子

『
ア
ナ
グ
ラ
ム
』
に
つ
い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
；
：
小

ラ
ン
ボ

l
「
喪
と
不
寝
番
」
の
諸
相
：
：
：
：
：
：
・
：
：
山

葉

報

。
第
三
十
九
号
（
一
九
八

O
年
二
月
）

「
続
色
葉
拾
要
抄
」
「
伊
呂
波
拾
要
抄
」
：
：
：
：
：
：
：
関

二
種
の
ま
れ
び
と
伝
承
：
：
：
：
：
・
・
：
：
：
・
：

j
i
－－：皆

『
夢
十
夜
』
に
お
け
る
民
俗
的
要
因
：
：
：
：
：
：
：
：
：
鈴

文
化
大
革
命
と
知
識
人
｜
1

呉
時
の
抵
抗
と
そ

の
文
学
l
i
l
－－－

．．．
 

鴻
氏
一
家
之
学
・
・
：
：
：
・
：
・
・
：
・

j
i
－
－
：
：
：
：
今

受
難
物
語
と
し
て
の
『
ヴ
エ
ル
タ

i
』
1
1
1そ

の
宗
教
的
背
景
に
つ
い
て
の
一
考
察

I
l－
－
－
：
：
佐

ア
I
ダ
ル
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
テ
ィ
フ
タ

l
l
lそ

の
『
晩
夏
』
へ
の
軌
跡
：
：
；
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
西

も
う
一
人
の
ソ
シ
ュ

l
ル
（
耳
）

i
lソ
シ
ュ

i

ル
の
原
典
資
料
の
調
査
か
ら

I
l
i－－：－
J

J
・－小

F
P
丘町山口

5
2忌
E

P
－
R
『

5
1
1
l
d
D
O

｝
め
の
さ

z
q
b
5
3
2ー
ー
：
：

j

i
－－－

j
i
－－：後

レ
ッ
シ
ン
グ
寓
話
論
と
散
文
お
よ
び
韻
文
寓
話

透彦実郎視也

？度

務

口
問
、
さ
＼
S
L
r
再
考
1

1

深
淵
に
お
け
る

君
主
。
の
思
想
i
l

－－
J

J

・
－
・
・
：
：
・
：
：
・
中

古
代
英
語
謎
詩
七
十
四
：
・
：
・
・
・
：
：
・
小

口松木川場原山里子キナ松平辺田村

佳英

己輔

覚隆

雄一武

和三

正郎

俊

-126-

夫

正

身

英

輔隆

直

樹

古
ω
卓

扇子



報

O
第
四
十
号
（
一
九
八

O
年
九
月
）
特
集
・
文
学
と
都
市

緒
言
・
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・
・
：
・
・
：
：
・
白

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
学
に
お
け
る
東
京
」
：

池
田
弥
三
郎
・
若
林
真
・
中
田
美
喜
・
安
東

釈
透
空
「
東
京
詠
物
集
」
を
め
ぐ
っ
て
1

i

よ
み
の
こ
こ
ろ
み

I
l
l
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
岩

地
方
出
身
者
の
文
学
｜
｜
ひ
と
つ
の
自
然
主
義

論

i
l
i－－
j
i－－－：：：－
J

J
・
－
：
：
・
：
：
・
：
：
：
：
：
宮

平
安
京
風
俗
二
題
｜
｜
災
厄
と
田
楽
ー
ー
－
－
J

J

・－川

蔵
役
人
福
沢
百
助
を
め
ぐ
る
大
坂
文
壇
・
：
：
・
・
・
・
佐

ア
メ
リ
カ
の
夢
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
山

ス
ウ
イ
フ
ト
と
田
園
賛
美
の
思
想
に
つ
い
て
：
：
：
：
・
海

ベ
ル
リ

i
ン
物
語
｜
｜
文
学
首
都
の
成
立
ま

葉

・
：
：
中

鎖
を
解
か
れ
た
調
刺
精
神

i
ー
一
八
四
八
年
ウ

ィ

I
ン
喜
劇
I
l
l
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
；
・
・
宮

「
し
か
も
今
、
場
所
は
巴
里
」
！
永
井
荷
風
と

パ
リ

i
l
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：

j
j
i
－
－
：
：
；
：
：
：
：
古

O
第
四
十
一
号
（
一
九
八

O
年
二
一
月
）

僧
正
遍
昭
一
ー
ー
そ
の
詠
歌
の
特
質
を
め
ぐ
っ

：：・

j
i
－
－
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
l
・・目白目，，，，

打
ち
出
で
て
み
れ
ば
｜
1

逢
坂
山
と
近
江
の

井

、正k
t日

伸
介

松

研
吉
郎

保本藤上内

一新俊

夫晶郎郎介

真

田

美

下

啓

屋

健

干す

晃

司

水

I
l－
－
：
：
：
：
：
－

j
i
－
－
：
：
：
：
：
・
：

j
i
－
－
：
：
島

杜
甫
・
秦
州
時
代
に
お
け
る
隠
逸
的
傾
向
の
主

因
に
つ
い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

j
i
－
－
：
：
：
：
人

『
史
記
』
滑
稽
列
伝
に
お
け
る
人
物
描
写
に
つ

い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
息
一

英
語
に
お
け
る
∞
目
白

ω冨
と
反
印
刷
一
白
山
富

唐

喜

下
降
・
上
昇
・
墜
落
ー

l
h
Eミ
怠
久
号

入
山
『
え
た
S
h
H
M
、CH
h
3
h
出
向
。
3

か
ら
句
守
2
2・・・・・・・足

カ
フ
カ
の
作
品
に
お
け
る
自
伝
的
要
素

｜
｜
『
変
身
』
『
巣
』
を
め
ぐ
っ
て
1
I
l
－
－
：
：
：
・
黒

足。
b
s。なと
r
b

－PNh
h
u
ぎ
に
つ
い
て
：
：
：
・
：
木

葉

報

。
第
四
十
二
号
こ
九
八
一
年
一
二
月
）

翁
と
脇
能
｜
｜
先
行
要
素
と
そ
の
変
容
：
－

j
i－－：・三

中
世
に
於
け
る
茶
と
水
i
l『
閑
吟
集
』
茶
の

歌
謡
に
つ
い
て

i
l
－－：：：

j
i
－－：：：－

j
i
－－：菅

萩
原
朔
太
郎
論
の
前
提
｜
｜
初
期
詩
歌
の
問
題

点
i
l－
－
－
：
：
・
・
：
：
・
・
：
－

j
i
－
－
：
：
・
・
・
市

劇
作
家
と
し
て
の
李
笠
翁

j
j
i－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
・
岡

唐
代
の
艶
情
小
説
1

1

才
子
と
佳
人
l
i
l
－
－
－
：
：
新

ノ

i
ヴ
ア
リ
ス
の
「
黄
金
時
代
L
I
l
t神
秘
体

生

崎見マ？
JEJ 

須立俣岩村里子) 1 l 谷

良豊

春

夫

教

光

健

次

品名
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樹夫毅



・・・・旧

同
守

C
え
h
c
g
山
由
円
。
与
え
の
円
。
芝
町
－
－

j
i
－－：松

入
品
ミ
。
ミ
。
ミ
ミ
向
。
、

G
H
E
l
lそ
の
悲
劇
構

成
1

i
・
：
：
：
：
：
：
J

J

・－
J

J

・
－
－
：
：
石

「
主
題
上
の
役
割
」
を
持
た
な
い
位
置
の
分
布

に
つ
い
て
：

j
i
－
－
：
：
：
・
・
：
・
：
－

J
i
－
－
－
加
藤
木

葉

報

。
第
四
十
三
号
（
一
九
八
二
年
二
一
月
）
塚
越
敏
教
授
退
任
記
念
論
文
集

韓
国
の
仮
面
戯
の
場
の
考
察
：
：
：
：
：
：

j

i
－
－
：
：
・
野
村
伸
一

『
世
間
子
息
気
質
』
成
立
の
背
景
益
軒
教

訓
幸
一
一
日
と
の
関
連
に
及
ん
で

李
漁
の
戯
曲
と
そ
の
評
価
・
．．
 

王
勃
の
詩
に
つ
い
て
：
・
：

ベ
I
メ
と
自
然
の
壬
一
ロ
葉
：

験
と
終
末
論
の
接
点
を
め
ぐ
っ

ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
旦
痴
人
と
死
』
に
お
け

る
「
死
」
と
「
生
」
：
：
：
：
－

j
i
－－：－

j
i
－－：：・太

ト
I
マ
ス
・
マ
ン
に
お
け
る
ロ
ロ
認
め
ユ
R
F
r
o－同

1
1
1
非
政
治
的
人
聞
か
ら
の
デ
モ
ク
ラ
l
ト

の
誕
生
i
l
i
－－－

j

i
－－：：

j

i
－－・：：

j

i
－－：中

のめ。円

m
g
国
〉
斗
〉

H
F
「開〈〈～
f
N
G
L
ミ
ミ
同
h
H
F
S

ミ
h
N
n
g

ー

l
テ
ク
ス
ト
か
ら
余
白
へ
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
阿

シ
ヤ
ル
ル
・
ベ
ギ
！
の
《
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
早

中進今岡堤

キナ国キナ部田代1
 
1
 

．，，，， 藤原

一冗

隆

士

昌

子

静

子

隆

美藻実

"""" 目E

文

英和晴邦

棺正夫彦

グ
リ
ル
パ
ル
ツ
ア
i
・
初
期
作
品
の
周
辺

ー
ー
ー
シ
ュ
ラ
イ
フ
ォ

l
ゲ
ル
と
ミ
ュ
ル
ナ

佐

目白

E
－2
仏
ロ
ロ
田
口
口
印
刷
）
め
の

znr
同0
2
5
H
P

同
）
凡
門
誌
与
L
N
K

門
目
。
∞
芯
℃
r
m
D
O
ぞ
日
目
］
－

REAM

r."噌
凸

。
ロ
号
。
巴
印
。
。
同
同
F
O
Z
u
g
－np
］可円。印。

E

E
F
o
の
5
5
5
・P
V
E
g
－
－
－
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
中

立
斗

Z
U
S
F
。同

E
n
E
E
富
。
E
m
O
B
2
山三

（1
）：：：－

j

i
－－：：：－
J

J

・
－
－
：
：
・
・
：
：
・
松

塚
越
敏
教
授
退
任
記
念
論
文
集

小
さ
な
自
伝
履
歴
書
に
代
え
て
：
：
・
・
：
：
：
：
：
：
塚

業
績
書
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・
・
：
：
：
・
：
：
：
・
：
塚

リ
ル
ケ
と
俳
諮
：
・

j
i
－－－
J

J

・
－
・
；
：
：
：
：
：
：
：
：
・
塚

ヤ
l
コ
プ
・
ヴ
イ
ン
プ
フ
ェ
リ
ン
グ
（
上
）
：
：
：
：
：
：
尾

〈
ウ
ア
ロ
マ

l
ン
V

を
め
ぐ
る
覚
え
書
き
：
：
：
：
：
：
中

レ
ッ
シ
ン
グ
の
無
韻
詩
行
戯
曲
の
こ
こ
ろ
み
：
：
：
：
宮

「
美
し
い
鉱
山
」
1
1
1
ノ
ヴ
ァ
1
リ
ス
と
鉱
山
｜
！
・・・比木

パ
リ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
み
ら
れ
る
『
マ
ル
テ
の

手
記
』
の
作
品
構
造
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：

j
i
－－：・：伊

論
理
と
そ
れ
か
ら
の
跳
躍
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
ガ
！
の

問
題
意
識
か
ら
照
射
し
た
カ
フ
カ
の
一
城
』
・
：
・
：
岩

藤林道本下田崎越越越田藤下

茂

樹寛

嘉

彦

典

久

啓美盛

三喜景敏敏敏

-128ー

陽

gょ

？？ 

雄

古
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対
立
の
力
学

l
l
新
聞
の
な
か
の
文
芸
小
口
中
Ill－
－
：
井
戸
田

初
期
リ
ル
ケ
に
お
け
る
神
と
事
物
：
：

j
i
－
－
：
：
：
・
：
校

問。∞

B
。
∞
ロ
ロ
仏
L
n
y
e

口
σ
2－。ぬロロぬ
g
N
Z
E
N
C
2
5
2
2－E
ロぬ

〈
。
コ
冨
2
P
H
L
H
3
F
E己
〉
由
同

72Ff・－－－－－－－－－－－－－ぐ。一
7
2
Z
E
E－戸

カ

i
ル
ス
パ
ー
ト
決
議
と
そ
の
前
後
：
・
：
・
：
：
：
：
黒
岩
純
一

副
詞
の
再
検
討
：
：
：
・
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
岩
崎
英
二
郎

葉

報

。
第
四
十
四
号
（
一
九
八
二
年
一
二
月
）
白
井
浩
司
教
授
記
念
論
文
集

第
一
部

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を
尋
ね
て
1
1
1
カ
ミ
ュ
の
「
具

邦
人
」
の
背
景
｜
｜
－
・
：
：
：
：
：

j

i
－
－
：
・
・
・
片

『
背
徳
者
』
の
両
義
性

l
i
l消
去
さ
れ
た
テ
ク

ス
ト
解
読
の
試
み
l

l
・
：
：
：
：
・
：
・
：
・
：
・
・
若

パ
ル
、
ザ
ッ
ク
『
ア
ル
シ
の
代
議
士
L

｝
を
め
ぐ
っ

て
：
：
：
・
：
：
：
：
・
：
・
・
・
：
・
・
：
：
：
：
：
：
：
宜
同

上

田

敏

H

う
づ
ま
き
μ

と
ス
タ
ン
ダ

l
ル
・
：
：
：
古

「
異
邦
人
を
読
む
」
ム
ル
ソ
オ
の
自
伝
と
し

て
！
：
：
：
：
：
；
：
：
：
：
；
：
：
J

J

・
－
：
；
片

晩
年
の
マ
ラ
ル
メ
を
読
む
た
め
に
ー
ー
そ
の
美

学
と
経
済
学
を
め
ぐ
っ
て

J

J

・
－
－
：
：
：
：
：
：
立

一
八
九
一
年
と
パ
ル
ザ
ッ
ク
の
青
年
像
：
：
：
・
・
：
：
：
西

『
ノ

l
ト
ル
H
ダ
ム
・
ド
・
パ
リ
』
に
お
け
る

真総

一郎

桐

±日

ヴれ

μ
白
h
F

林

具

屋山

｛建鉄

三男

山

左

ノ尽

尾仙

)I慎

修朗

石
の
詩
学
ー
ー
ピ
エ

l
ル
・
パ
ヴ
ェ
・
パ
リ

、

同）『
h
w
N
h
h
h
p同

h
c
H
M
に
つ
い
て
：
：
－

j
i
－－－

j
i
－
－
大

ミ
ロ
シ
ュ

C
・
〈
・
仏
o
F－
Z
F
F
E
の
詩
に
つ

い
て
｜
｜
鍵
と
馬
車
と
太
陽

i
l－
－
：
・
：
；
：
：
：
：
小

デ
ィ
ド
ロ
と
メ
ル
シ
ェ
十
八
世
紀
パ
リ
市
民

生
活
の
断
面
l
｜
「
ラ
モ
！
の
甥
」
の
一
節

を
め
ぐ
っ
て

1
i
l
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
原

「
。
ョ
。
己
同
会
u

－
p
gロロ。
A
E
E
C円
B
5
0

浜潟

昭

甫夫

浜

俊

げ
ハ
け
い

内ロ
u
F宏

・：

Z
王
宮
内
在
富
三

E
Z
E

〉
ロ
丘
町
古
口
O
B
R
m
E
o
l－
－
「
p

凶

JYE）
P
日
仏
ぬ
の

円
5
2
覚
書
l

－
－
－
－
・
：
・
・
・
・
・
：
・
・
：
佐

ブ
ル
ー
ス
ト
の
集
団
画
・
・
：
：
：
：
：

j
i
－
－
・
：
：
：
：
末

句
P
匂
巳
］
O
D
印。円

Eσ
の－－
c－o
∞I
l
i
－－
r
由民宍リ巾｝匂円。ロ印門

2
何
百
戸
め
の
巳
芯
J
i
l－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
・
：
：
－
K
F
T
5

色町

Y
F
P

「
ダ
レ
カ
十
名
詞
句
」
に
つ
い
て
：
：
：
・
：
：
：
：
・
川
口
順
二

パ
ル
ベ

1
・
ド
ル
ヴ
ィ
イ
！
に
お
け
る
《
半
開
》

の
構
造
・
：
：
：
：
：
：
：
・
：
J

J
・
－
；
：
：
：
：
：
：
：
：
金
沢
哲
夫

シ
ヤ
ル
ル
・
ベ
ギ
！
と
ア
ン
ト
ナ
ン
・
ラ
ヴ
エ

ル
ニ
ュ
ー
ー
ロ
。
《

T
g
n。伊丹
S
I
l
i－
－
：
：
：
：
：
田
代
夜

Z
2
2
印
己
こ
2
ω
0
2可
2
官
0
5
t
oロ
∞
：
：
：
：
：
：
：
：
：

τε
－
m
c
N
C
E

第
二
部

蒲
松
齢
と
『
柳
斎
志
具
』
：
：
：
・
：
・
：
：
：
・
・
・
：
村

本藤

Q
J
 

ヲ－

友

和真

松

E芙



遊
女
・
萩
・
月

i
l芭
蕉
俳
譜
一
掬
：
－

j
i－－檎

英
国
中
世
劇
成
立
の
周
辺
：
：

j
i－－：・：
j

i
－－：安

ヴ
ィ

I
ラ
ン
ト
『
レ
デ
ィ
・
ヨ
ハ
ン
ナ
・
グ
レ

イ
』
最
初
に
上
演
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ク
ヴ
ァ

l

ス
に
よ
る
ド
イ
ツ
創
作
戯
曲
：
・
：
：
：
：
：
：
・
：
：
官

第
三
部

白
井
浩
司
さ
ん
が
定
年
だ
と
云
う
：
：
：
：
：
：

j
i－
－
－
横
部

仏
文
科
の
初
期

j

i
－－：：：：：－

j
i－－－
j
i－
－
：
松
原

何
と
も
爽
や
か
な
白
井
浩
司
さ
ん
・

．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・・・大久保

白
井
さ
ん
と
私
：
：
－

j
i－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
－

j
i－
－
：
二
宮

先
生
に
は
じ
め
て
お
会
い
し
た
頃
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
遠
藤

白
井
浩
司
先
生
の
宿
題
：
：
：
：
：
：
－

J

J
・－

J

J
・
－
薩
摩

H

白
井
さ
ん
M

と
私
：
；
：
：
：
：
：
：
－

j
i－
－
：
：
：
：
：
・
平
田

先
生
に
は
酒
場
が
よ
く
似
合
う
：
：
－

j
i－
－
：
：
：
：
・
：
安
部

白
井
先
生
と
私
－
－

J

J
・－

j
i－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
浅
利

み
っ
と
も
な
い
出
会
い
：
：
：
：
：

j
i－－：
j
i－
－
：
・
高
橋

「
白
井
浩
司
先
生
と
私
」
：
：
：
：
：

j
i－－
j
J
J・
－
石
原

白
井
浩
司
先
生
と
わ
た
し
：
：
：
・
：
：

j
i－
－
：
：
：
：
：
・
岡
田

白
井
先
生
の
こ
と
：
・
：
：

j
i－－・：：：
j
i－
－
：
・
：
：
山

白
井
先
生
と
わ
た
し
・
・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・志

年
譜
（
回
想
記
風
に
）
：
・
・

．．．．．．．．．． 
・・・・・目・・・・

．．．．．．．．．． 
・・白

。
第
四
十
五
号
こ
九
八
三
年
二
一
月
）

『
往
生
要
集
』
と
『
源
氏
物
語
』
・

・
：
斎

東谷下井村口藤

伸昭

介彦

啓周孝洋秀得

司子子彦優男太寧敬忠作顕；毎治郎

昌慶浩節昌隆暁

子

嘘
の
歌
謡

l
l『
閑
吟
集
』
の
一
特
性
に
つ
い

て・・・・・・・・・

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・由民

釈
沼
空
『
安
乗
帖
L

と
田
山
花
袋
『
南
船
北
馬
』

｜
｜
「
海
や
ま
の
あ
ひ
だ
」
成
立
の
一
過
程
：
：
・
：
：
藤

李
商
隠
の
無
題
詩
に
つ
い
て
1

1

そ
の
恋
愛
詩

を
中
心
に
l
i
l
－－
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
・・・・・・・鴛

脚
斎
詩
研
究
序
説
：
・
・
・
・
・
・
：
：
：
：
：
：
八

ク
ラ
イ
ス
ト
の
『
ミ
ヒ
ヤ
エ
ル
・
コ
ー
ル
ハ

l

ス
』
に
つ
い
て
の
一
考
察
：
：
：
：
：
：
：

j
i－－：：・浦

ネ
ル
ヴ
ア
ル
的
世
界
の
成
り
立
ち
｜
1
時
間
・

自
己
・
物
語
1

1
（

1
）：：：－
J

J

・－－

j
i－
－
：
・
：
水
野
尚

F
m
勺

2
∞カ

2
同
町
。
も

g
z∞
長
出
口
。
・
：
・
・
・
・
：
・
・
・
・
：
・
：
・
：
・
・
・
〉
主
。
口
出
｝
dFp

h
内

U
E～
込
町
立

h
m
旬。
3
bな
ど
の
口
。
丘
何
回
に

つ
い
て
l
l
i
m
P
3
5
に
お
け
る

n
o
g
－L2
0

円
自
任
官
の
問
題

l
l
－
－
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
永
井
旦

鏡
の
前
の
一
人
芝
居
ー
ー
ー
若
き
ホ
フ
マ
ン
ス
タ

ー
ル
の
肖
像
i
l－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
村
井
朔

ル
l
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
テ
ィ

I
ク
の
ノ
ヴ
エ
レ
観

l
l
1
ビ
lダ
l
マ
イ
ア

i
に
至
る
ノ
ヴ
エ
レ

観
の
諸
相
の
も
と
に
：
：
・
：

j
i－－・：
j
i－
－
－
：
：
和
泉
雅
人

工
叫
プ
。
ロ

g
F
。『

E
n
g
E
富
。
口
五
0
5
2
u三

ー
l
l
（2
）
・
・
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
司
E
己
主
Z
冨
己
2
5
2。

斗｝
5
n
E
P
F
n
z
o
o町内
7
0

円
。
ロ
古
口
言
。
町

野

扶

美

田

叙

子

木

章満

好江

田

智

-130-



同町～

ε之
宮
町
込
ミ
企
～
h
b
h

・・
8
2
1
r
n】
ケ
可
℃
円
。
『
2
u
C門
町
三
己
C
閉め
Z
ユ
三
望
者
h
H

E
五
月
三
回
。
仏

z
－v
g
己

p
g
ゲ
可
叶
岳
山

E
ル
冨
巳

E
含

ロ
ロ
門
日
開
2
7。閉山
E
B。
ロ
。
目
。
件
。

葉

報

。
第
四
十
六
号
（
一
九
八
四
年
二
一
月
）

大
僧
正
隆
弁
ー
ー
そ
の
伝
と
和
歌
・
：
：
・
：
中

窓
の
周
辺
1

1京
極
派
歌
風
の
二
回
－
J

J

・
－
・
：
：
：
岩

「
死
者
の
書
」
の
主
題
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
高

蒲
松
齢
児
孫
砂
本
柳
斎
詩
草
校
勘
記
・
・
・
・
・
・
・
八

坑
夫
は
之
し
い
糧
を
坑
内
に
も
と
め
1

1
ゲ

i

テ
と
イ
ル
メ
ナ
ウ
鉱
山
1
l
i
－
－
：
：
・
：
：
：
：
－
J
E
－－－柴

パ
ノ
ラ
マ
と
し
て
の
「
晩
夏
」
・
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
横

想
像
力
と
構
成
の
原
理

l
i
C昨
日
仏
仏
。

Z
2〈
己
の

E

閉山一て
7
t
z
に
つ
い
て

ソ
ン
ナ
＋

N
に
つ
い
て

l

l
日
西
英
対
照

1
l

弟息

ヘ
ル
ダ
リ

l
ン
の
詩
『
生
の
な
か
ば
』
に
つ
い

て
：
：
：
：
：
・
：
・
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
海
老
坂

叶
7
0

司ロロ
2
5口
。
『

m
E
z
r
吉
、
円
。
巳

Y
向。円
H
L
印
。
ロ
〆
∞
c
－p・

旅
す
る
女
た
ち

l
l者
ニ
母
劇
の
女
主
人
公

に
お
け
る
「
自
己
形
成
」
に
つ
い

勝；可

木梨松川

博

夫

研
吉
郎

一

美

章

好

井田

陽

崎

明

口

)I民

田内

古,i..:,.、

展弘

パ「
M
N
m

君、
b
s
h

に
お
け
る
四
大
元
素
の
イ
メ

l

ジ
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：

j
i
－－－

j

i
－
－
：
：
：
：
：
高

葉

報

〈
V

第
四
十
七
号
（
一
九
八
五
年
一
二
月
）

「
エ
ミ
リ
・
デ
ィ
キ
ン
ス
ン
と
寓
意
図
」
：
：
：
：
：
・
：
梶

日
本
に
お
け
る
ル

i
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
テ
ィ

l
ク

一
八
七
八
年

t
一
九
八
四
年
－
J

J

・－：

j
i
－
－
－
：
和

含
意
と
法
の
助
動
詞
：
・
：
・
・
：
・
：
：
・
：
：
：
柳

カ
l
ル
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
モ

l
リ
ッ
ツ
の
『
ア

ン
ト
ン
・
ラ
イ
ザ

i
』
i
l「
心
理
学
小
説
」

に
お
け
る
敬
度
主
義
と
啓
蒙
主
義
の
交
差
・
・
・
・
・
・
・
・
・
斎

「
サ
ン
ト
・
ブ

l
ヴ
批
判
し
か
ら
「
失
な
わ
れ

た
時
を
求
め
て
」
へ
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
・
；
・
・
：
・
稲

ジ
ヤ
ン
・
ジ
オ
ノ
と
物
語
の
諸
問
題
：
：
：
：
：
：
：
：
：
酒

ド
イ
ツ
語
の

5
2
Z
P

－E
Eロ
と
英
語
の

B
P
E
－－
2
に
よ
る
惹
気
的
表
現
の
比
較
考

察
：
－
J

J

・
－
：
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
；
：
中

『
落
窪
の
草
子
』
の
成
立
：
・
・
：
：
・
：
：
・
：
：
：
石

『
保
元
物
語
』
配
流
者
説
話
に
つ
い
て
l

l数

奇
と
王
法
意
識
に
関
ら
せ
て
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
・
：
須

近
世
怪
異
小
説
と
仏
書
・
そ
の

1
i

殺
生
の

現
報
を
め
ぐ
っ
て
・
：
・
：
：
：

J
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
堤

匿
隠
の
作
品
に
み
る
社
会
問
題
意
識
・
：
：
：
：
：
：
：
：
中

彦午前薫子

津

日
日

宏

里子

緑

谷泉

啓雅

子人

藤

太

！＇；！~ 
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百
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枝



葉

報

。
第
四
十
八
号
（
一
九
八
六
年
三
月
）

イ
ン
タ
ー
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

ー
新
文
学
の
卵

l
l－－・：：
J

J

・
－
：
：
：
：
：
：

krzzを
〉

50Z円

談
話
と
パ
ラ
グ
ラ
フ
談
話
構
造
に
お
け
る

写
像
の
問
題

：
大
堀
俊
夫
・
高
橋
悦
子
・
山
田
あ
き
・
柳
谷
啓
子

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
ソ
ネ
ッ
ト
別
番
に
お
け
る

錬
金
術
的
象
徴
体
系
：
・
：
：
：
：
：
：
－
J
E
－
－
：
：
・
：
小
関
恵
美

シ
ル
ヴ
ィ
ア
・
プ
ラ
ス
の
詩
に
み
る
女
性
像
：
：
：
：
渡
辺
桃
子

ポ
ッ
ツ
オ

l
リ
の
貝
！

l
ゲ

l
テ
の
海
l

：

：

：

・

柴

田

陽

弘

シ
ェ
リ
ン
グ
守
芸
術
哲
学
』
に
お
け
る
神
話
論

に
つ
い
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
；
：
：
j

i
－
－
：
：
高
橋
秀
誠

晩
年
の

Z
2
5
－Q
）
《
時
の
重
層
化
》

！
l
F
2
0グ、
Illi
－
－
：
・
：
：
：
：
：
：
；
－
j

i
－

－

：

水

野

尚

デ
ィ
ド
ロ
の
『
ラ
・
カ
ル
リ
エ

l
ル
夫
人
』
を

読
む
・
：
：
：
：
・
：
：
：
：
－
j

i
－－：：・：：－

J

J
・

－

鷲

見

洋

一

新
資
料
哨
本
『
軽
口
こ
ら
へ
袋
』
解
題
・
翻

刻
：
：
・
：
：

j
i
－－－

j

i
－－：・：

j

i
－
－
檎
谷
昭
彦
・
石
川
俊
一
郎

後
藤
基
綱
・
基
政
父
子
（
ご
！
ー
そ
の
家
譜
と

略
伝
に
つ
い
て

l
i
l－－
J

i

－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
中

光
源
氏
像
形
成
に
お
け
る
「
院

L
lー
そ
の
居

宅
は
な
ぜ
「
院
」
と
呼
ば
れ
る
か

1
1
1

阪

1
 
1
 
．，A
，J’
 

井

博芳

夫

『
柳
斎
志
異
』
の
「
凝
L

に
つ
い
て

O
第
四
十
九
号
（
一
九
八
六
年
七
月
）

「
悪
態
L

の
考
察
1

1

言
語
表
現
の
芸
能
化
を

め
ぐ
っ
て
l
l
－－

神
と
亙
女
の
問
l
l沖
縄
国
頭
地
方
の
事
例
を

中
心
と
し
て

I
l－
－
：
・
：
：

j

i
－－－－
J

J
・－・：：高

南
宋
「
説
話
回
家
」
に
つ
い
て
：
：
・
：
・
：
・
：
・
：
：
：
渋

英
語
の
量
的
変
化
動
詞
・
：
：
：
：
：
－

J

J
・
－
：
：
：
：
辻

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
の
歴
史
観
！
ー
そ
の
夢

物
語
を
め
ぐ
っ
て
：
：
：
：
：
：
：
：
：
－
j

i
－
－
：
：
：
：
横

ノ
ヴ
ァ

i
リ
ス
の
イ
ン
ド
受
容
：

j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
中

火
山
の
海
と
熱
い
沈
殿
！
l
ゲ
l
テ
の
玄
武

岩
1
i
l
－－－：－－
J

J

・
－
：
・
：
・
・
：
・
：
：
・
・
：
柴

『
背
徳
者
』
に
お
け
る
迷
宮
の
構
造
：
・
：
：
－

j
i
－－：織

。
第
五
十
号
（
一
九
八
六
年
二
一
月
）

鴎
外
・
激
石
の
近
接
に
つ
い
て
1

1

『
草
枕
』
・

『
生
田
川
』
・
可
青
年
』
i
l－
－
：
・
・
：
：
：
：
：
・
：
：
：
大

校
本
町
新
和
歌
集
』
（
上
）
・

後
藤
基
綱
・
基
政
父
子
（
二
）
：
：
：
：
・
・
：
：
：
：
：
：
中

西
鶴
晩
年
の
動
向
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
－

j

i
－
－
：
：
・
檎

楊
柳
小
考
1
1

柳
の
民
俗
、
中
日
比
較
の
視
点

か
ら

l
l
：
：
：
・
：
：
：
：
：
・
・
：
：
：

j

i
－
－
：
：
：
：
許

慶
応
義
塾
大
学
聯
斎
文
庫
所
蔵

由頁

抑
斎
志
異
紗

西 ｝＼ 

木キナ谷梨村山田田谷川林石

章

女子主主「r 

一

美

誉
一
郎

幸

夫

千

元晶
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本
残
巻
に
つ
い
て
：
：
・
：
：
：
：
：
八
木

形
式
至
上
主
義
に
対
す
る
反
発
と
そ
の
行
過
ぎ

｜
｜
『
高
慢
と
偏
見
』
に
お
け
る
ジ
ェ
イ
ン
・

オ
l
ス
テ
イ
ン
の
社
会
批
評
l
i－－

ク
ラ
イ
ス
ト
作
『
ホ
ン
ブ
ル
ク
公
子
』
現

代
に
お
け
る
そ
の
作
品
解
釈
の
可
能
性
を
め

ぐ
っ
て
：
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
：
：
阿

ア
ン
ト
ン
・
ラ
イ
、
ザ
！
の
自
然
体
験
：
・
：
・
：
：
：
：
斉

レ
、
ン

ジ
オ
ノ
と
物
語
の
諸
問
題
『
気
晴
ら
し
の

な
い
王
様
』
｜
｜
：
：
・
・
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
：
：
沼

葉

報

章
好
・
山
田

秀

馬

士一
v

市
甲
p
aぺ
』
目

藤 部

太雄

郎一

井

由
紀
代
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